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私たちの実感に見合った年末手当を勝ち取ろう

年末手当 本部要請行動！

・２０２４春闘では、賃金引上げと夏季手当の同時議論のため、手当は低水準になった。

・現場で働く組合員の努力があって、現在の業績の好調がある。

・要員不足の中、「成長のため」という様々な活動に参加させられ、現場は苦しんでいる。

・経営陣と現場社員との価値観のギャップは、日々大きくなっていると実感している。

・経済状況も、物価高騰が収まる気配はなく、手当の水準を高めていくことが重要だ。

・働きがい、生きがい、心の豊かさを実感できる職場環境や労働条件を実現しなければならない。

・ＪＲ東日本で働いていてよかったと思える「職場」や「賃金・手当」が必要である。

現時点でいただいた組合員の皆さんの声を、

上野支部として本部に届けてきました！！

組合員の皆さんの声を「要求」にして会社に訴えます！まだまだ「声」をお寄せください！
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